
Ⅱ 平成２５年度青森県明るい選挙推進事業概要



１ 平成２５年度青森県明るい選挙推進事業計画

平成２５年度青森県明るい選挙推進運動要領に基づき、県が実施する事業計

画は、次のとおりとする。

１ 明るい選挙推進体制の強化

(1) 市町村推協会長・選管委員長合同研修会

各市町村の推協会長・選管委員長の合同研修会を開催し、平成２５年

度における選挙啓発の基本方針を確認する。

ア 実施時期 ５月（下旬）

イ 場 所 青森市

ウ 対 象 者 市町村推協会長・選管委員長・啓発担当者

２ 環境基盤の醸成

(1) 広報媒体利用啓発事業

県の広報及びホームページを活用し、明るくきれいな選挙実現の気運

を醸成するとともに、選挙制度の周知を図る。

(2) 啓発資材作成等事業

啓発資材を作成して、全市町村へ配布し、きれいな選挙の周知を図る。

また、啓発ビデオ等を購入し、各種学習会等での活用を図る。

３ 指導者養成の推進

(1) ヤングフォーラム

選挙権を得て間もない２０代及び３０代の青年等を対象に、社会人と

しての権利と責任の自覚を促し、政治、選挙に対する意識及び地域参加

意識の高揚を図るとともに、ヤングフォーラム修了生や研修参加者相互

の交流によって、地域における青年層の学習グループづくりのための条

件整備を図る。

ア 実施時期 ８月（下旬）

イ 場 所 青森市
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ウ 対 象 者 ２０代・３０代の青年等及びヤングフォーラム修了生

(2) 明るい選挙推進公開講座

一般の有権者を対象に、政治・選挙をはじめ、地域の身近な課題につ

いて講演会を開催し、地域づくり、明るいまちづくりの運動に対する理

解と関心を持ってもらい、明るい選挙推進運動の底辺拡大を図る。

ア 実施時期 １１月

イ 場 所 青森市

ウ 対 象 者 一般有権者

(3) 指導者等特別研修事業

中央及び北海道・東北ブロック等で開催される各種研修会に関係者を

参加させ、指導者の育成を図る。

ア 全国フォーラム （東京都）

イ 都道府県・指定都市選挙管理委員会選挙啓発事務担当者研修会

（東京都）

ウ 明るい選挙リーダーフォーラム （福島県）

エ 若者リーダーフォーラム （山形県）

オ 地域コミュニティフォーラム （秋田県）

４ 話し合い学習活動の推進

(1) 明るい選挙出前講座推進事業

各市町村において開催する明るい選挙出前講座と共催し、講師等の人

材の派遣及びそれに伴う財政支援を行うとともに、社会教育機関・団体

との共催事業を実施する。

ア 実施時期 随時

(2) 明るい選挙推進協議会組織・活動活性化事業

県内を４ブロックに分け、社教・公民館の事業と連携を図りながらブ

ロック内の明るい選挙推進協議会の組織・活動の活性化を進める。

ア 研修グループ

(ｱ) 第一ブロック 青森市 五所川原市 平内町 今別町 蓬田村
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外ヶ浜町 板柳町 鶴田町 中泊町

(ｲ) 第二ブロック 三沢市 むつ市 野辺地町 七戸町 横浜町

東北町 六ヶ所村 大間町 東通村 風間浦村

佐井村

(ｳ) 第三ブロック 八戸市 十和田市 六戸町 おいらせ町 三戸町

五戸町 田子町 南部町 階上町 新郷村

(ｴ) 第四ブロック 弘前市 黒石市 つがる市 平川市 鰺ケ沢町

深浦町 西目屋村 藤崎町 大鰐町 田舎館村

イ 実施時期

(ｱ) 第一ブロック：１０月下旬

(ｲ) 第二ブロック：１１月上旬

(ｳ) 第三ブロック：１１月下旬

(ｴ) 第四ブロック：１２月上旬

ウ 対 象 者 県及び市町村社会教育担当者、啓発担当者、公民館関係

者並びにブロック内市町村明るい選挙推進協議会委員等

エ 実施回数 各ブロック１回

５ 学校教育との連携

(1) 選挙出前講座

将来の有権者である児童・生徒が選挙の重要性を学び、日頃から政治

や選挙に対する関心を高めるため、県内の小学校、中学校及び高等学校

において選挙出前講座を実施する。

ア 実施時期 随時

(2) 投票箱等の貸出し

児童会・生徒会役員の選挙や学校行事の際に、学校からの要望を受け

て、市町村選挙管理委員会が所有する投票箱等の貸し出しを行う。

ア 実施時期 随時
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６ その他の事業

(1) 選挙啓発ポスター作品募集事業

選挙啓発ポスターを県内小学校児童並びに中学校及び高等学校の生徒

から募集し、優秀作品については、表彰することとし、児童、生徒の選

挙啓発に対する関心を深めるとともに優秀作品の展示を行うことにより

一般の県民の政治意識の高揚に努める。

ア 作品募集期間 ５月～９月

イ 県内作品展示 １２月～２月

(2) 県明るい選挙推進協議会運営事業

明るい選挙推進運動を効率的に推進するために、各種事業の運営方法

及び構成する各種機関、団体の情報等について協議する。

ア 推 協 総 会 年１回（４月下旬）

イ 推協役員会 年１回（３月中旬）
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月 別 事 業 計 画 書

月／事業名 選挙管理委員会・推進協議会

４ ○ 県明るい選挙推進協議会総会（下旬）

５ ○ 選挙啓発ポスター作品募集（５月～９月）

○ 市町村推協会長・選管委員長合同研修会（下旬）

６

７

８ ○ ヤングフォーラム（下旬）

９

１０ ○ 推協組織・活動活性化事業（１０月～１２月）

１１ ○ 明るい選挙推進公開講座

１２ ○ ポスターコンクール優秀作品展示（１２月～２月）

１

２

３ ○ 県明るい選挙推進協議会役員会（中旬）

○ 選挙出前講座 ○ 投票箱等の貸出し

随 時 ○ 明るい選挙出前講座推進事業 ○ 指導者等特別研修事業

○ 広報媒体利用啓発事業 ○ 啓発資材作成購入事業
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２ 平成２４年度事業予算及び平成２５年度事業予算

（単位：千円）

平成24年度 平成24年度 平成25年度
事 業 名

当初予算 現計予算 当初予算

１ 県明るい選挙推進協議会運営事業 １，１２５ １，１１５ １，０７６

２ 啓発用資料資材作成購入事業 １１０ ８０ １１０

３ 市町村推協会長･選管委員長合同研修会 ９４ ７４ ９４

４ 指導者等特別研修事業 ８２９ ８２９ ８９９

５ ヤングフォーラム ３５１ ２６８ ３５１

６ 明るい選挙推進公開講座 ７１１ １７１ ６１１

７ 推協組織・活動活性化事業 ２４２ ２４２ ２４２

８ 選挙啓発ポスターコンクール ７０７ ６０３ ７０７

９ 明るい選挙出前講座推進事業 ７００ ３０９ ７００

10 選挙出前講座 １０８ １０８ １０８

11 政治資金関係事務費 ３００ ３００ ３００

合 計 ５，２７７ ４，０９９ ５，１９８
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３ 平成２５年度選挙出前講座実施要領

（小学校、中学校）

１ 趣旨

将来の有権者である児童・生徒に選挙の重要性について学習していただくことによ

り、政治や選挙に対する関心を高める。

２ 主催

青森県選挙管理委員会、青森県明るい選挙推進協議会

（共催：市町村選挙管理委員会、市町村明るい選挙推進協議会）

３ 対象校

対象校は本講座の実施を希望する小学校及び中学校とする。

４ 実施時期

実施時期は対象校との協議により決定し、応募校が多数の場合や同時期に重なった場

合等は調整する。

５ 内容

おおむね次のとおり実施するが、実施時間や内容等の詳細は対象校と事前に調整する。

この他、投票箱や記載台などの貸出もしているので、各学校において工夫して授業を

実施することも可能。

項 目 時間 内 容

・選挙に関する講座 １０分 ・県選管の職員等から選挙の意義などを説明

例）投票率の推移、若者の低投票率による影響、

なぜ選挙が大切か、投票方法等

・模擬投票 ３０分 ・テーマ（例）「架空の市の市長を選ぼう」

・選挙クイズ ・県選管の職員等を候補者とし、演説を実施

小学校 ・投票時の受付や立会人は県選管の職員等が対応

実際の投票箱や ２５分 ・児童・生徒には事前に投票所入場券を配布し、投票

記載台などを活 用紙と交換して投票

用 ・開票作業には児童・生徒の代表も参加

・開票作業中に選挙に関するクイズを出題

・模擬投票の結果発表

・まとめ １０分 ・まとめのメッセージ

・質疑応答 ・児童・生徒との質疑応答

・アンケート ・アンケートを実施
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選挙出前講座の実施

６　実施までの流れ

教育研究会
小学校
中学校

県選管
県明推協

市町村選管
市町村明推協

報道機関への情報提供

県選管から教育研究会に対して
選挙出前講座の周知を依頼

実施校の担当教諭と
県選管の担当者による打合せ

県選管から市町村選管に対して
選挙出前講座への協力を依頼

県選管と市町村選管による打合せ

選挙出前講座の実施に向けた準備

選挙出前講座の実施校を決定
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平成　　年　　月　　日

学 年

人 数

担当者名

電話番号

＜記入例＞ 平成○年○月○日

○○市立○○中学校

学 年 3年

人 数 100人

10月上旬

担当者名 ○○　○○

電話番号 017-***-***

・○○について詳しく話してほしい。
・○○を貸出してほしい。

平成２５年度選挙出前講座申込書

学 校 名

参加予定者

実 施 希 望 時 期

連 絡 先

平成２５年度選挙出前講座申込書

学 校 名

実 施 希 望 時 期

連 絡 先

参加予定者

要 望 事 項

要 望 事 項
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平成２５年度選挙出前講座実施要領

（高等学校）

１ 趣旨

将来の有権者である生徒に選挙の重要性について学習していただくことにより、政治

や選挙に対する関心を高める。

２ 主催

青森県選挙管理委員会、青森県明るい選挙推進協議会

（共催：市町村選挙管理委員会、市町村明るい選挙推進協議会）

３ 対象校

対象校は本講座の実施を希望する高等学校とする。

４ 実施時期

実施時期は対象校との協議により決定し、応募校が多数の場合や同時期に重なった場

合等は調整する。

５ 内容

おおむね次のとおり実施するが、実施時間や内容等の詳細は対象校と事前に調整する。

この他、投票箱や記載台などの貸出もしているので、各学校において工夫して授業を

実施することも可能。

項 目 時間 内 容

・選挙に関する講座 １０分 ・県選管の職員等から選挙の意義などを説明

例）投票率の推移、若者の低投票率による影響、

なぜ選挙が大切か、投票方法等

・模擬投票 ３０分 ・テーマ（例）「架空の市の市長を選ぼう」

・選挙クイズ ・県選管の職員等を候補者とし、演説を実施

・投票時の受付や立会人は県選管の職員等が対応

実際の投票箱や ・児童・生徒には事前に投票所入場券を配布し、投票

記載台などを活 用紙と交換して投票

用 ・開票作業には児童・生徒の代表も参加

・開票作業中に選挙に関するクイズを出題

・模擬投票の結果発表

・まとめ １０分 ・まとめのメッセージ

・質疑応答 ・児童・生徒との質疑応答

・アンケート ・アンケートを実施

15



県選管と市町村選管による打合せ

選挙出前講座の実施に向けた準備

選挙出前講座の実施校を決定

選挙出前講座の実施

６　実施までの流れ

高等学校長協会 高等学校
県選管
県明推協

市町村選管
市町村明推協

報道機関への情報提供

県選管から高等学校長協会に対して
選挙出前講座の周知を依頼

実施校の担当教諭と
県選管の担当者による打合せ

県選管から市町村選管に対して
選挙出前講座への協力を依頼
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平成　　年　　月　　日

学 年

人 数

担当者名

電話番号

＜記入例＞ 平成○年○月○日

青森県立○○高等学校

学 年 2年

人 数 100人

10月上旬

担当者名 ○○　○○

電話番号 017-***-***

・○○について詳しく話してほしい。
・○○を貸出してほしい。

平成２５年度選挙出前講座申込書

学 校 名

参加予定者

実 施 希 望 時 期

連 絡 先

要 望 事 項

平成２５年度選挙出前講座申込書

学 校 名

参加予定者

実 施 希 望 時 期

連 絡 先

要 望 事 項
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４ 明るい選挙出前講座推進事業

１ 目 的

各市町村において開催する明るい選挙出前講座と共催し、講師を派遣するほか、社会教育

機関・団体との共催事業を実施する。

２ 対 象

(1) 市町村選管、推協が主催する明るい選挙出前講座において講演する講師の謝金及び旅費

(2) 県で負担する内容は、

謝 金：９，８００円（２時間まで）

旅費・日当：県内の方のみを対象として支給（宿泊が必要な場合は宿泊費）

(3) 参 集 人 員：特に制限はない。

３ 活用にあたっての留意事項

(1) 計画について

県の予算の関係上、以下の事項について事前に連絡する。

なお、全市町村の開催件数が多い場合は、調整することがあります。

① 出来るだけ推協の年間事業計画に回数等を盛り込み、案の段階で県に相談する。

・開催回数、講師及び演題

② 計画以外で開催したい場合は、講師を依頼する前に県に相談する。

・時期、講師及び演題

(2) 講師の選定について

① 基本的に明るい選挙推進運動に理解のある方（県、市町村の明るい選挙推進協議会関

係者）

② ①以外の場合、社会教育関係機関に相談すること。また、２の (2)及び下記 (3)の内容

で承諾する方

③ 公職の候補者（公職にある者を含む。）及び公職の候補者となろうとする者は、対象

としない。

(3) 講師を依頼する場合

○ 演題について ､｢政治 ｣や ｢選挙 ｣という言葉を必ずしも使う必要はない ｡むしろ地域住民

が興味を持つようなものになるよう工夫する。

講演内容と政治が関係あること、あるいは、地域の問題や選挙に関心を持つことが重

要であること等、政治意識の高揚に関する話に必ず触れるよう依頼すること。（時間は

必ずしも多くを要するものではない。）

４ 活用する場合の手続き

講師

市町村選管（推協） 県選管 市町村選管（推協） 開催

○開催計画について県選管 ○審査後通知 ○実施後実績報告

に連絡する ｡(事前に年間 （参考：別紙２）

計画を提出している場合

を除く ｡)

①講師の了解を得て、

演題及び日時を決める。

②県選管に講師の派遣を依

頼する。（参考：別紙１）
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別紙１

第 号

平成 年 月 日

青森県選挙管理委員会委員長 殿

市（町・村）選挙管理委員会

委員長

（ 市（町・村）明るい選挙推進協議会

会長 ）

明るい選挙出前講座の開催に係る講師派遣について（依頼）

市（町・村）民の政治及び選挙に対する意識の高揚を図るため、下記により明るい選挙出前

講座を実施しますので、講師の派遣について、よろしくお取り計らいくださるようお願いいた

します。

記

１ 日 時 平成 年 月 日（ ） 時 分から 時 分まで

２ 開 催 場 所

３ 演 題

依頼内容

４ 講師職氏 名
ふ り が な

５ 講師住所等 （〒 - ） （電話番号 - - ）

６ 口 座 番 号 銀行・信金・信組 店（所） 普通・当座

農協・漁協 口座番号

７ 参加対象者 計 人

（注）「依頼内容」の欄には、講師が推協関係者以外の場合にのみ記入すること。

同欄に記入する際は、講師が講演において有権者の政治意識の高揚を図る内容に触れる

よう依頼した内容について簡潔に記入すること。
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別紙２

明るい選挙出前講座実績報告書

選挙管理委員会

明るい選挙推進協議会

１ 日 時 平成 年 月 日 （ ）

時 分 から 時 分 まで

２ 開催場所

３ 演 題

４ 講 師 職

氏名

５ 参加者 計 名

６ 学習内容

７ 備 考

（注）１ 学習内容は、簡潔に記入してください。

２ 参加者の欄には、参加人員と参加者の層について記入してください。

（例：高齢者・婦人、青年、農業者団体、町内会等）

３ 備考欄には、本事業に関する意見等がある場合、記入してください。
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平成 年度明るい選挙出前講座開催計画書 選挙管理委員会

平成 年 月 日 ( )

日 時 時 分～

時 分まで

場 所

参加対象者 人

演 題

内容について

職

講 (ふりがな ) ( ) ( ) ( )

氏 名

師

住所 (電話 )

( - - ) ( - - ) ( - - )

銀行･信金･信組 銀行･信金･信組 銀行･信金･信組
金融機関名

農協･漁協 農協･漁協 農協･漁協

店 舗 名 店（所） 店（所） 店（所）

振

込 口 座 種 別 普通 ・ 当座 普通 ・ 当座 普通 ・ 当座

先

口 座 番 号

口 座 名 義

独自の様式でも可
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５ 啓発用教材映画フィルム等
映写時間

題 名 あ ら す じ
媒 体

It's your It's your CHOICE!とは、若者に向けた選挙について考えるキャンペー ２時間

CHOICE! ンです。このＤＶＤはその一環として５人の映画監督が５つのオムニバス １０分

(Ｈ１８年度) 映画を作成したものです。 ＤＶＤ

作品 監督 時間

＃１ 主人公は君だ！ 河瀨直美 ３６分４０秒

＃２ 空気 飯田譲治 １８分３３秒

＃３ 生きがい（仮） 林海象 ２８分５０秒

＃４ 希望の党☆ 金子修介 ２０分０６秒

＃５ 帰れない二人 山田英治 ２５分５２秒

走り続けるト 昭和３２年に設立された品川区明るい選挙推進協議会。半世紀もの長き ２４分

ップランナー にわたり活発に活動を続けられてきた秘訣を探ります。 ＤＶＤ

～５０周年を 内容としては、自主ボランティア団体への組織改革の取組み、機能的に

迎えた品川区 動く４つの専門部（総務部、事業部、広報部、研修部）と８つの地区会の

明るい選挙推 役割を紹介します。

進協議会～

(Ｈ１９年度)

あなたの参加 全国各地で取組まれている若者による選挙啓発活動を紹介します。 ２５分

が未来をつく （紹介する団体） ＤＶＤ

る！ ①広島市明るい選挙ユースボランティア・チームGOⅢ

～明推協運動 H19年7月に実施した参議院議員選挙期間中に投票を呼びかける啓発イベ

に取り組む若 ントの模様を取り上げました。

者たちのメッ ②ミニ選挙管理委員会2001（in延岡）

セージ～ メンバー自ら企画し出演する、投票参加を呼びかけるCM作りを取り上げ

(Ｈ１９年度) ました。

③明るい選挙推進サポーター（愛知県）

県内の小中学校を回って選挙の大切さを訴える「選挙出前トーク」につ

いて取り上げました

明日の社会を 活動事例 １８分

つくる明るい （所沢市明るい選挙推進協議会、名古屋市青年選挙ボランティア、青年法 ＤＶＤ

選挙推進運動 政大学（山口県）、明るい選挙推進サポーター（愛知県）、品川区明るい

選挙推進協議会、横浜市明るい選挙推進協議会）

くらしの中の 選挙制度を解説 ３０分

選挙 （民主主義と選挙、普通選挙と平等選挙、国政選挙と地方選挙、選挙権と ＤＶＤ

(ｱﾆﾒｰｼｮﾝ) 被選挙権、代表制、選挙区制、投票、期日前投票と不在者投票、選挙権の

(Ｈ２３年度) 歴史、若者の低投票率）

くらしの中の 選挙制度を解説 ３０分

選挙２ （投票区の原則、投票区と開票区、投票所、投票の方式、投票の記載事項 ＤＶＤ

(ｱﾆﾒｰｼｮﾝ) と当選人の決定、期日前投票制度、不在者投票制度、在外選挙制度、開票

(Ｈ２４年度) 所、投票の効力）
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映写時間
題 名 あ ら す じ

媒 体

うるまでるび 選挙をよく知るための楽しいアニメーション。選挙の意義、仕組みや投票 ＤＶＤ

のGO!GO!選挙 方法などを、ノリのいい音楽と親しみやすいアニメで説明。

（くらしと政治、多数決、代表者を選ぶ、くらしの代表者、候補者を知

る、投票に行く、期日前投票、選挙のウンチク、開票、明るい選挙）

うるまでるび おしりかじり虫で有名なクリエイターうるまでるび氏によるアニメ第２ ＤＶＤ

のGO!GO!明る 弾。政治選挙そのものではなく、その土台となる社会問題を紹介する。

い社会 （雇用問題、少子化問題、高齢化問題、環境問題、財政再建問題、アクシ

ョン！）

選挙啓発 ２つのゲームが楽しめる選挙啓発ゲームのＣＤです。 Windows

ゲーム 「選挙に行こうテクテクめいすいくん」 Me/2000/XP

めいすいくんを操作し、投票へ向かうゲームです。 Macintosh

「選挙に行こう！ －めきめき上達タイピング－」 Mac OS9.x～

選挙に触れながらタイピングを学べるゲームです。 /Mac OSX～

上記以外の選挙啓発資材（冊子、着ぐるみ等含む）の貸出もしています。

（別紙１）選挙啓発資材借用申請書様式、（別紙２）選挙啓発資材使用結果報告書様式
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（別紙１）選挙啓発資材借用申請書様式 

選挙啓発資材借用申請書 

種 類 

１ 映像（映画フィルム(16㎜)・ビデオテープ(VHS）・DVD) 

２ 冊子見本 

３ その他（着ぐるみ・その他） 

題 名 

 

 

 

使 用 の 目 的 

１ 集会、街頭啓発行事等 

   名称（                          ） 

２ 選挙啓発担当者の知識習得 

３ その他（                          ） 

借 用 期 間 平成   年    月  日～  月  日（  月  日使用予定） 

返 却 予 定 日 平成   年   月  日 

 上記のとおり借用を希望します。また、下記の使用上の注意を遵守します。 

      平成  年  月  日 

      青森県選挙管理委員会委員長 殿 

            申請者 所属団体名       

                    氏  名                       印 

使用上の注意 

 １ 啓発資材は責任をもって保管してください。 

 ２ 修理可能なものは、修理して返却するようにしてください。 

 ３ 返却予定日までに返却不能の場合は予め連絡してください。 

 ４ 市町村間のまた貸しを禁止します。 

 ５ 啓発資材使用結果報告書を必ず提出してください。 
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（別紙２）選挙啓発資材使用結果報告書様式 

選挙啓発資材使用結果報告書 

題 名 

 

 

 

使 用 状 況 

（集会等の名称・場所・日時・参加者数等） 

 

 

 

 

啓発資材に対す 

る 感想 と希 望 

 

 

 

 

 

備 考 

 

上記のとおり報告します。 

  平成  年  月  日 

      青森県選挙管理委員会委員長 殿 

     使用者 所属団体名 

         氏   名                            印 

 

注）１ 備考欄には、フィルム、テープ等の調子、使用中の欠点等を記入してください。 

  ２ 補修した場合は、その補修状況等も書いてください。 
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